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地質ニュース 596号

本誌前号（坂野ほか, 2004）では，地質標本館の
鉱物一般分類展示について，元素鉱物から硼酸塩
鉱物までの展示解説と展示品リストを紹介しまし
た．今回は，残りのタングステン酸塩鉱物から珪酸
塩鉱物について述べたいと思います．

8．タングステン酸塩鉱物・モリブデン酸塩鉱物・

クロム酸塩鉱物

それぞれ，[WO4]2-，[MoO4]2-，[CrO4]4-を持つ
グループです．W・Moは互いに置き換わることが
あります．またクロム酸塩鉱物には[Cr2O7]2-を含む
ものもあります．それぞれの代表例としては灰重石
（CaWO4），モリブデン鉛鉱（PbMoO4），紅鉛鉱
（PbCrO4）があります．モリブデン酸塩・クロム酸塩
鉱物は一般に美しい色彩と結晶を持ち，標本とし
て見映えがします．

9．燐酸塩鉱物・砒酸塩鉱物・バナジン酸塩鉱物

それぞれ[PO4]3-，[AsO4]3-，[VO4]3-を持つグル
ープです．最近では[X2O7]4-の形のものも知られて
います（X = P, As, V）．P・As・Vは互いに置き換
わることがあって，対応する鉱物種の間での性質も
よく似ています．それぞれの代表例としては，フッ
素燐灰石（Ca5（PO4）3F），スコロド石（FeAsO4･
2H2O），バナジン鉛鉱（Pb5（VO4）3Cl）があります．
歯や骨は，燐酸塩鉱物の1つ，水酸燐灰石（Ca5
（PO4）3（OH））からできています．燐酸塩鉱物の多
くは透明感があり，硬度は6以下です．鉱物種数は
多いのですが，日本に産するものは比較的少ない
です．砒酸塩・バナジン酸塩鉱物は，ともに色彩が
美しいものが多いのが特徴です．

10．珪酸塩鉱物

有機化合物の世界で炭素が中心的な役割を果
たしているように，鉱物の世界では珪素（Si）が主
役を演じています．珪酸塩鉱物の構造の基礎は
[SiO4]4-正四面体（以下珪酸四面体と呼ぶことにし
ます）で，Siを中心としてOが各頂点に配列してい
ます．この珪酸四面体どうしがさまざまに組み合わ
されて鉱物の骨組みを作っているので，鉱物種の
数は飛躍的に増すことになります．中学から高校
の教科書にでてくる造岩鉱物（橄
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など）はこの分類群に属します．珪酸塩鉱
物はガラス光沢を示すことが多いです．細分はこ
れまでと異なり，珪酸四面体の配列様式に基づい
て行われます（第1図）．

10-1.  ネソ珪酸塩鉱物

“ネソ”とは，ギリシャ語で「島」を意味します．
珪酸四面体1個が孤立しています．最も単純な基
本基[SiO4]4-を持ち，橄欖石族（例；苦土橄欖石
Mg2SiO4）や，ざくろ石族（例；鉄礬

てつばん

ざくろ石 Fe3Al2
（SiO4）3）の構成員はこのグループに属します．

【鉄礬ざくろ石】茨城県真壁郡真壁町山ノ尾 GSJ

M18576（口絵写真5）

1月の誕生石として知られるガーネット（ざくろ石）
の1種．ざくろ石の名前は，その結晶の集合体がち
ょうど「ざくろ」の実がはじけた顆粒の様子に似て
いることに由来します（今吉，1972b）．等軸晶系に
属し，ころころとした形が特徴です．山ノ尾は，茨
城県では古くから知られた花崗岩ペグマタイトの産
地で，この鉄礬ざくろ石の結晶は有名です．細粒白
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第1図　珪酸四面体の配列の例．（a）ネソ珪酸塩鉱物，（b）ソロ珪酸塩鉱物，（c）シクロ珪酸塩鉱物，（d）イノ珪酸塩鉱物（二
重鎖），（e）フィロ珪酸塩鉱物，（f）テクト珪酸塩鉱物．

雲母中に褐赤色で見事な偏菱二十四面体の結晶
として産出します．

【ダトー石】愛媛県上浮穴郡久万町槇ノ川 GSJ

M16507（口絵写真6）

輝石安山岩の空隙に，淡紫赤色の葡
ぶ

萄
どう

状のダト
ー石と短柱状の魚眼石が生成している美しい標本
です．このダトー石は最初は，その形態から，玉髄
や葡萄石と思われていました．日本産ダトー石はス
カルンに伴う産状のものがよく知られており，普通
は無色透明の結晶か白色塊状で産出します．槇ノ
川産のような形態は非常に特殊なもので，ボトリオ
ライト（葡萄状ダトー石）という亜種名で呼ばれるこ
ともあります．

【黄玉（トパーズ）】滋賀県大津市田ノ上山 GSJ

M12405（口絵写真7）

日本からひすいが発見された昭和14年以前は，
日本産宝石として世界的に有名なものといえばた
だ一つ“近江国の田ノ上山のトパーズ”であり，明
治時代に盛んに採掘されました．当時はトパーズ
をかますにつめて馬で運び出していたそうです．
本標本はやや小ぶりのかわいらしい無色の結晶で
す．より大きな日本産トパーズの結晶（岐阜県恵那
郡蛭川村田原GSJ M16666）は，今吉標本のコーナ
ーに展示されています．

10-2.  ソロ珪酸塩鉱物

“ソロ”とは，ギリシャ語で「群」を意味します．ソ
ロ珪酸塩鉱物は基本基として，連結した2個の珪酸
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四面体（1つの頂点を共有している）[Si2O7]6-を持
つグループです．代表的鉱物は異極鉱（Zn4Si2O7
（OH）2･H2O）です．緑簾石

りょくれんせき

・ベスブ石・パンペリ
ー石のように基本基を二つ（[Si2O7]6-と[SiO4]4-）持
つものは，複雑な方の基本基（この場合は[Si2O7]6-

）の種類により細分され，これらの鉱物はソロ珪酸
塩鉱物に分類されます．

10-3.  シクロ珪酸塩鉱物

“シクロ”とはギリシャ語で「サイクル（輪）」の意
味です．3つ以上の珪酸四面体が2個の頂点を共
有して環（リング）状につながっています．珪酸四
面体の組み合わせは3，4，6，8，9，12個などがあ
りますが，8個以上の組み合わせは極めてまれで
す．基本基は[Si3O9]6-，[Si4O12]8-，[Si6O18]12-など
があります．6個の組み合わせの例としては緑柱石
（Be3Al2Si6O18），鉄電気石（NaFe3Al6（BO3）3Si6O18
（OH）4）があります．
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M18277（口絵写真8）

花崗岩中の球状岩を構成するユニークな産状の
菫青石です．球状岩の概要を笹田ほか（1983）にし
たがい以下に述べます．球状岩は，地元の人たち
の間では「小判石」の名で呼ばれており，昭和12年
に茨城県の天然記念物に指定されました．球状岩
は，卵にたとえるとその構造が理解しやすく，黄味
にあたる部分（内核）は主として黒雲母と斜長石か
らなり，最も黒ずんで見えます．白身にあたる部分
（外核）は，主として菫青石・斜長石・石英・黒雲
母・燐灰石からなり，新鮮なものでは菫青石の色を
反映した青灰色を示します（菫青石の「菫」はスミ
レを意味します）．卵の殻に相当する部分（周縁
帯）は細粒の斜長石・石英・黒雲母・燐灰石からな
り，黒ずんだ色をしています．

【マンガン斧石
おのいし

】大分県大野郡緒方町 尾平鉱山 GSJ

M12793（口絵写真9）

斧石は，結晶の形が斧の刃に似ていることから
つけられた名前で，化学成分から，鉄斧石・マンガ
ン斧石・苦土斧石などに分類されます．日本産斧
石の大型結晶はほとんど大分県と宮崎県の県境付
近から産出しており，特に大分県尾平鉱山のもの

は古くから世界的に有名です．本標本は板状結晶
の亜平行連晶による扇形集合体を示します．鉱床
はペルム紀～ジュラ紀の石灰岩を交代したスカル
ン鉱床です．

10-4.  イノ珪酸塩鉱物

“イノ”とは，ギリシャ語で「鎖
くさり

」を意味します．1
本の鎖のように珪酸四面体が，2個の頂点を共有し
て，一方向に無限に長く結合しているものがこのグ
ループの最も簡単な形で，その基本基は[Si2O6]4-で
す．輝石族がその代表例です（例；ひすい輝石
NaAlSi2O6）．鎖が2本横につながったもの（二重
鎖；基本基[Si4O11]6-）の代表例が角閃石族です
（例；透閃石 Ca2Mg5Si8O22（OH）2）．さらに，三重
鎖，三重鎖と二重鎖からできている種も知られて
います．Siの一部はAlで置換されることがありま
す．

【パイロクスマンガン石】愛知県北設楽郡設楽町 田口

鉱山 GSJ M5769（口絵写真10）

田口鉱山産パイロクスマンガン石はルビーを思わ
せるような鮮紅色の結晶で，色の美しさ，結晶の大
きさにおいて有名です．本標本は世界的な大きさ
を誇る結晶といってよいと思います．パイロクスマ
ンガン石はバラ輝石と見かけが大変よく似ており，
両者の肉眼での識別はかなり困難です．鉱床は領
家変成岩中の変成層状マンガン鉱床です．田口鉱
山は昭和24年～40年頃まで採掘が行われ，稼働
中は坑道の壁にはパイロクスマンガン石の結晶が
いくらでもついていた（高田ほか, 1996），というか
ら驚きです．

10-5.  フィロ珪酸塩鉱物

“フィロ”とは，ギリシャ語で「葉片のように薄い
もの」という意味です．珪酸四面体が3個の頂点を
共有して層を作っているものが基本となっており，
基本基は[Si4O10]4-です．Siの一部がAlに置換され
ているものも多いです．前述のイノ珪酸塩鉱物が
二次元的に無限に重合した∞重鎖と見なすことも
できます．雲母や粘土鉱物と総称されるものはこ
のグループに属します（例；白雲母 KAl2（AlSi3）
O10（OH）2）．珪酸四面体からできている層と層の
間は伸縮性に富んでおり，イオン半径の大きい原
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子や水分子が入ります．そして層間の結合力は弱
いため，雲母はぺらぺらと一方向にはがれやすく
なっています．

10-6.  テクト珪酸塩鉱物

“テクト”とは，ギリシャ語で「立体構造」を意味
します．珪酸四面体が4つの頂点を共有しあって，
立体的な網目状構造を作っています．基本基には
必ずアルミニウムが珪素を置き換えて含まれてい
ます．基本基には[A l S i 3O 8] -，[A l 2S i 2O 8] 2 -，
[Al2Si4O12]2-，などがあります．代表的なものは，長
石族（例；微斜長石 KAlSi3O8），準長石族（例；
霞
かすみ

石
いし

（Na ,K）A l S iO 4），沸石族（例；方沸石
NaAlSi2O6･H2O）などです．沸石族は，珪酸四面体
からなる立体的な網目状構造の中に大きな空隙が
発達し，構造が壊れることなく水分子・アルカリ金
属イオン・アルカリ土類金属イオンが自由に出入り
できる特徴を持っています．沸石族の鉱物はどの
種も多量の水分を含み，加熱するとこれを放出し
ます．その際に，鉱物全体が沸騰するように見える
ためこの名前があります．なお，石英はテクト珪酸
塩鉱物または酸化鉱物として扱われますが，この展
示では酸化鉱物として分類してあります．

【方沸石】新潟県西蒲原郡岩室村間瀬
ま ぜ

GSJ M10030（口

絵写真11）

間瀬は沸石の産地として有名で，新第三紀の玄
武岩の空隙に様々な沸石や魚眼石が産します．本
標本は，空隙に成長した透明な偏菱二十四面体の
方沸石・淡青色の魚眼石・針状結晶の球状集合体
を示すソーダ沸石であり，これらの鉱物の産状がよ
く分かります．

【ダンブリ石】宮崎県西臼杵郡高千穂町 土呂久
と ろ く

鉱山

GSJ M12421（口絵写真12）

土呂久鉱山産ダンブリ石は世界的美晶といって
よく，日本を代表する鉱物の1つです．ダンブリ石
は，外観はトパーズによく似た鉱物です．鉱床はペ

ルム紀～ジュラ紀の石灰岩を交代したスカルン鉱
床です．第二次世界大戦中には硼素資源の不足を
補うため盛んに採掘され，結晶の長さ24cm，径2
～3cmの長柱状の巨大な美晶が産出したそうです
（今吉, 1972a）．
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第1表　鉱物分類展示用標本リスト（地質標本館第4展示室）（つづき）．
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